
大学病院運営の構造転換に向けた方策に関する検討会について 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日  

文部科学省高等教育局長決定 

１．目的 

大学全体が経営努力を求められる中で、大学病院は長きにわたり、診療を拡大し収益

を上げる努力をしてきたが、その一方で、本来の機能である教育・研究に注力しにくい状

況となっている。 

また、政府として一定の対策を講じつつあるが、近年の物価・賃金の上昇等に伴い診療

面を中心に増収減益となり、厳しい経営状況の改善は引き続き課題となっている。 

更に、大学病院に所属する医療従事者の処遇が十分でないことなどにより、人材確保

が困難となっている。 

今後より一層、大学病院には、次代の医療人材を育成する教育機能や医学・医療の発展

を先導する研究機能に加え、地域医療における中核としての役割が期待される中、大学

病院を巡る危機から脱却し、地域医療の最後の砦として持続的にその役割を果たしてい

く必要がある。 

このため、大学病院運営の構造転換に向けた方策に関する検討を集中的に行い、各大

学の変革を促すとともに、国等の施策の在り方を大きく見直すこととする。 

２．検討事項 

(１)大学病院が果たすべき役割と、教育・研究・診療のエフォートのバランスの在り方

(２)大学病院の役割を果たすための組織 （法人形態を含む） ・ 体制 （必要な教職員数等を

含む）・経営の在り方

(３)大学病院の経営基盤、教育研究環境の強化と地域貢献の促進

(４)大学病院に所属する医療従事者の処遇改善をはじめとする大学病院の魅力向上に向

けた方策

(５)その他

３．検討体制 

別紙のとおり 

４．実施期間 

令和８年９月 11日から令和９年３月 31日までとする。 

５．その他 

  本検討会の事務局は、関係各課及び厚生労働省の協力を得て文部科学省高等教育局医

学教育課において担い、検討状況や結果は、適宜適切に関係機関等への報告を行う。 
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